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Aus dem Physiologischen Institut der Medizinischen Fakultat Okayama

(Vorstand: Prof. Dr. S. Oinuma).

Futterungsversuch von Tonsillenextrakt bei Kaulkuappen,

sowie der Einfluss des Tonsillenextraktes auf

Auskeimen des Brassica=Samen.

Von

Y. Hirata.

Eingegangen am 21. Juli 1936.

Uber die Frage der physiologische Bedeutung der Tonsillen ist zahllose Theorien

untergestutzte von experimenteller Versuche, aufgestellt worden. Selbst die Tonsillen

eine von innere sekretorische Organ ist, ist die Meinung noch nicht einig.

Verfasser hat eine Reihe Futterungsversuch am Kaulkuappen von Bufo japonicus

mit Tonsillenextrakt, und den Einfluss des Extraktes von Tonsillen auf des Auskeimen

den Samen von Brassica chinensis untersucht.

Die Resultat sind folgendermassen;

1. Beim Rufo japonicus: Zunahne der Korpermasse ist grosser als Kontrol, aber

die Metamorphose des Korpers wird verzogert. Diese Resultat ist ahnlich wie

Futterung von Thymuspraparate.

2. Auskeimen von Brassica chinensis wird gehemmt, aber der Wachtum der

Pflantzen nach dem Auskeimen ist gefordert.

Die wirksame Substanz der Tonsillenextrakt geht nach Alkohol oder Ather uber,

so scheint es wie eine lipoideartige Substanz. (Autoreferat)
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第1章 緒 言竝ニ主 要文獻

凡 ソ280年 前Fabricius1)ノ 粘 液説以來扁

桃 腺機能 ニ關 スル研究ハ解剖組織學的 方面竝

ニ生理學的方面 ヨリ盛 ニ行 ハ レ,或 ハ扁桃腺

ハ生理的創面ニ シテ,外 界 ヨリロ腔ニ 入 リタ

ル細菌 其ノ他有毒物ハ扁桃腺 ヨリ身體内ニ 侵

入 スルト 云 フ傳染媒介説(Stohr2),田 中3))ア

リ.反 之,扁 桃腺 ハ外來有毒物ニ 對 スル防禦

装置ナ リトスル保護作用説(Stohr2), Burger

u. Wolffheim4), Wolffheim5), Goerke6),

Brieger7), Henke8),稻 田9),中 村10)ア リ.

又 一面生理學的方面 ヨリ扁桃腺物質ヲ 用 ヒ,

之 ガ血壓 ニ及 ボス影響 ニ就 キ研究 セル多數 ノ

學者(Bischoff u. Weinand11),近 藤12)等)

アルモ一方血壓上昇 スル ト言 ヒ,他 方 ニハ血

壓 下降 スル ト言 ヒ其 ノ見界一致 スル所ナ シ.

更 ニVoss13)ハ 扁 桃腺摘 出ヲ行 ヘル小兒 ニ於

テ術後例外 ナク成長増 大スルヲ見,更 ニ扁桃

腺物質 ヲ以テ蝌蚪 ヲ飼育 シ,其 ノ發育 ノ抑 制

セラルル ヲ實驗 シ,Griebel14)ハ 豌 豆ニ就 キ

同樣 ノ實驗 ヲ行 ヒ,其 ノ發育 ノ抑制 セラルル

ヲ見テ扁桃腺ハ一種 ノ内分泌腺ニ屬 シ,其 ノ

分泌物 ハ發育 ヲ抑 制セ シムルト 言 ヘ リ.

Richter15)ハ 扁 桃腺物質 中ニ 還元反應 ヲ呈

スル 物質 ノ含 有 セラルルヲ知 リ,更 ニFleis-

chmann16)ハ 内分泌器官ニ 還元 反應 ヲ呈 スル

物質 ノ多量 ニ含有 セラルル ヲ實驗 シ,之 ニ ヨ

リ扁桃腺 ガ一種 ノ内分泌腺 ナル證 據 ナ リ トセ

リ.然 ルニFein17), Amersbach u. Konig-

sfeld18),景 山,富 岡19),Meyer20)等 ハ之等還

元反應 ヲ呈 スル物質ハ種 々ノ臓器 ニ含有 セラ

レ内分泌腺特有 ノモノニアラザルガ故ニ 扁桃

腺 ヲ直チニ内分泌器官 ナ リ ト斷定 シ能 ハズ ト

云ヘ リ.又Halle21), Mathe22)ハVossノ 實

驗 ニ於クル内分泌腺説 ニ對 スル疑點 ヲアゲ直

チニ扁桃腺 ヲ内分 泌腺 ナ リト斷定 シ得 ズ トセ

リ.服 部23)ハVossノ 實驗 ノ追試 ヲ行 ヒVoss

トハ全 ク相 反スル結 果 ヲ得 扁桃 腺ハ成長 促進

物質 ヲ分泌 スル内分泌器官 ナ リ ト唱へ此處 ニ

内分泌腺説 ニ於 テモ相反 スル2説 ヲ生 ズ.

扁桃腺物質 ノ化學 的方面 ノ研究 ハFreisch-

mannハ 還 元物質 ヲBischoffハAcetylcholin

ヲ證 明 シ,近 藤 ハ扁桃腺有毒物質 ハ蛋 白體 所

屬物質 ナ リ ト云 ヒ,Griebel24)ハ 成長 抑制物

質 ハLipoid殊 ニPhosphatidナ リ ト云 ヘ リ.

更 ニ三宅25)ハ 扁 桃腺 ヨリ各種物質 ヲ定 量 シ,

扁 桃腺 ハ主 トシテ蛋 白體 ヨリナ リ,脂 肪之 ニ

次 グ トセルモ其 ノ生理學的意義 ニ就 テハ言 及

セズ.斯 クノ如 ク扁桃腺機能 ニ關 シテハ各學

者 ノ見界一致 スル所 ナク,或 ハ傳染媒 介説,

或 ハ保護説,或 ハ内 分泌説 ア リ.内 分泌説 ニ

於テ モ相 反スル2説 ア リ.1ッ ハ成長 ヲ抑制

スル ト云 ヒ,他 ハ成長 ヲ促進 セ シムル ト云 フ.

此 處 ニ於 テ余 ハ次 ノ如 キ實驗 ヲ行 ヒ之 ガ追試

ヲ試 ミル コ トトセ リ.
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第2章 實 驗成績

第1節 實驗材料竝 ニ實驗方法

新ニ得 タル犬ロ蓋扁桃腺ヲ乳鉢ニ取 リ砂ヲ入レ

充分ニ磨滅シ10%ノ 割合ニナル如ク水ヲ加へ「扁

桃腺エ キス」ヲ作リ之ヲ氷室ニ貯ヘ實驗ニ供 ス.

蝌蚪ハ,教 室ノ池ノ蟇ノ卵ヨリ求メ4群 ニ分チ

各々150匹(池 水對照200匹)ヲ 直徑約30cmノ

洗 面器(内 容約2000cc)ニ 入 レ,水 ハ池水ヲ毎日

汲 ミ取 リ交換シ,更 ニ榮養補給 ノ目的ニ魚肉ヲ充

分〓沸シ少量ヅツ毎日加ヘテ實驗ヲ行フ.第1群

ハ對照 トシ單ニ 池水 ト魚肉ノミヲ以テ,第2群 ハ

之ニ犬「扁桃腺エキス」1.0ccヅ ツヲ毎日加へ,第

3群 ハ5%胸 腺末液(三 共)3.0ccヅ ツヲ加へ,第

4群 ハ2.5%「 チレオイド」(三共)ヲO.5ccヅ ツ加

ヘテ實驗ヲ行フ.

對 照 トシテ池水ノミノモノノ外ニ胸腺末,甲 状

腺末ヲ選べルハ,胸 腺ハ蝌蚪ノ四肢發育ヲ抑制 シ,

甲状腺ハ之ヲ促進ス ルハ既ニAshcr26)Gudern-

atsch27), Abderhalden28), Max, Reiss29)等 ノ明

力ニセル所 ニシテ,「扁桃腺エキス」ガ之等何レニ

類似セルカヲ比較考察ニ容易ナラシムル タメナ

リ.

杓 子菜ニ於テハ充分充満 セル一樣 ナル種子ヲ選

ビ一方直徑約3cmノ 「ベトリー」ノ「シヤー レ」ノ

底ニ綿ヲ薄ク延バシ,コ ノ上ニ種子ヲ蒔キ實驗ヲ

行 フ.

「アルコール」,「ニーテル浸出液」ハ,「 アルコ

ール浸出液」ハ充分磨滅セル犬口蓋扁桃腺ニ「アル

コール」100ccヲ 加へ,分 泌漏斗ニ取 リ,時 々振盪

シツツ24時 間室温ニ放置シ上層ヲ蒸發皿ニ ト リ

重湯煎(温 度50℃)上ニ テ「アルコール」ヲ蒸發セ

シメ残渣ニ犬1匹 ニ對シ水20ccヲ 加 へ之ヲ原液

トシテ用ヒ,「 エーテル浸出液」ニ於テハ10%「 扁

桃腺水エキス」ニ「エーテル」100ccヲ 加 へ時々振

盪シ24時 間室温ニ放置 シ上層ヲ蒸發 皿ニ トリ室

温ニテ「エーテル」ヲ蒸發ヤ シメ残渣ニ犬1匹 ニ對

シ水20ccヲ 加へ之ヲ原液 トシテ實驗ニ用ユ.

第2節 「扁桃腺水エ キス」ニ ヨル實

驗

第1項 蝌 蚪 ニヨル實驗成績

蝌蝌ハ孵化スルヲ待チ孵化ノ翌日ヨ リ之ヲ實驗

ニ供ス.身 長四肢 ノ發育状態ハ第1表 第1圖 ニ示

セル如 シ.(第1表次 頁参照)

第1圖

A.

B.

C.

I 甲状腺末飼育

II 池水 對照

III 「扁桃腺エキス」飼育

VI 胸腺末飼育
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表中身長ハ各群共中等大ノモノ5匹 ヲ選ビ之ガ

測定ヲ行ヒ平均價 ヲ共 ノ群 ノ身長 トセ リ.

甲状腺末飼育ニヨルモノハ當初5%「 チレオイ

ド」3.0ccヅ ツヲ以テ飼育セシニ身體 ノ發育不良

ナルモ四肢ハ早クヨリ發生 シ15, 6日 頃ニハ全部

死滅セルヲ以テ,更 ニ池水對照ヨリ分チ2.5%「 チ

レオイ ド」0.5ccヅ ツヲ加へ實驗セ リ.即 チ甲状腺

末 ノ多量附加ニヨリテハ發育不良ナルノミナラズ

其 ノ生存ヲモ不可能死滅セシムルニ致ル.

「扁桃腺水エキス」ヲ以テ飼育セル蝌蚪ハ池水對

照 ノ夫ニ比シ身體發育佳良ニシテ飼育7日 後スデ

ニ著シキ差ヲ生ジ來 リ胸腺末ニ ヨルモノト殆 ド類

似ノ成績 ヲ得.四 肢發育ニ關シテハ池水對照ニ於

テハ飼育10日 後 ニ大多數ニ後肢 ノ痕跡 ヲ生ジ,

「扁桃腺エキス胸腺末」ニヨルモノニ於テハ少數ニ

ノミ認 メ,大 多數ハ15-16日 後 ニ之ヲ認ム.飼 育

25-26日 後 ニ於テ池水對照 ニ於テハ後肢 ノ完成セ

ルモノ多數ヲ認 メ,「扁桃腺エキス胸腺」ニヨルモ

ノニ於テハ尚ホ發育不充分ニ シテ完成スルニ至ラ

ズ.飼育32日 後ニ於テ池水對照ニ於テハ前肢 ハ痕

跡ヲ生ズルモノ少數ヲ認メ,「 扁桃腺エキス胸腺

末」ニ ヨルモノニ於テハ大多數後肢ハ完成スレド

モ尚ホ前肢 ノ痕跡ハ認ムルヲ得ズ.此 時期ニ於テ

ハ身長ニ於テモ著 シキ差 ヲ生ズ.飼育33日 後 ニ於

テ池水對照 ニ於テハ大多數前肢痕跡ヲ生ジ,35日

後 ニ於テハ前肢完成 セルモノ7匹 ヲ算シ,「扁桃腺

エキス胸腺末」ニヨルモノニ於テハ33日 後 ニ於テ

ハ前肢痕跡ヲ認メ得ズ,35日 後ニ 於テ少數ニ之ヲ

認ム.飼育43日 後ニ於テハ池水對照ニテハ全部四

肢完成シ尾部脱落セルモノ多數ヲ生ズルモ,「扁桃

腺エキス胸腺末」ニ ヨルモノニ於テハ四肢完成セ

ルモノハ全數ノ1/3ニ相 當 シ,尾部脱落セルモノハ

認 メ得ズ.

他 方甲状腺末飼育ニヨルモノハ身長ハ漸次縮少

シ來リ四肢 ノ發育著シク佳良ナリ.

第2項 杓 子菜 ニ ヨル實驗成績

各「シヤー レ」ニ10ccヅ ツノ 「扁桃腺水エキス」

ヲ入レ,對 照ト シテハ水道水10ccヲ 加 ヘテ實驗

シ,毎 日殆 ド同時刻ニ觀測ヲ行へルニ第2表 ニ見

ル如キ成績ヲ得.

第2表

A. (室 温18-19℃)
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B. (室 温18-19℃)

即チ「扁挑腺水エキス」ニテ蒔カレタル杓子菜種

子ハ某ノ濃度加ハル ト共ニ發芽著シク抑制セラレ

3%ニ 於テ發芽 ノミニシテ發育セザルモノ多數ヲ

見ル.然 ルニ發葉後ニ於ケル植物ノ發育ハ「 扁桃

腺エキス」ニテ蒔カレタルモノ著シク佳良 トナリ,

實驗第5日ニ 於テ抜去計算セル第2表Aニ 於テハ

對照ニ比シ稍々發育劣 レドモ,實驗 第6日ニ 於テ

抜去計算セル第2表Bニ 於テハ幹ノ長サ,重 量共

ニ對照ニ比 シ佳良ナリ.

第3節 「扁桃腺 エキス― アル コール―

エ ーテル 浸出液」 ニ ヨル實驗

成績

先ニ述べタル「アルコール―エーテル」浸出液 ノ

原液竝ニ之ガ2倍 稀釋液 ヲ以テ第2節 第2項 ト同

樣ノ實驗 ヲ行フニ第3表 ニ示セル如キ成績 ヲ得.

第3表 I: 原液 II: 2倍 稀釋液

A: 「アル コー ル」浸 出液 ニ ヨ ル實 驗 B. 「エ ー テ ル」浸 出 液 ニ ヨル 實 驗
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即チ「アルコール―エーテル浸出液」ニテ蒔カレ

タル種子ハ對照ニ比シ其ノ發芽阻害セラレ.實 驗

第4, 5日 迄ハ外見上著シク小ナルモ,實驗 第6日

目ニ於テ抜去計算セルニ第3表ニ テ明カナル如ク

「アルコール―エーテ ル浸出液」共ニ對照ニ比 シ發

育佳良ニ シテ,「扁桃腺水エキス」ニ於ケルト全ク

一致セル成績 ヲ得.

第3章 總括竝ニ結論

以上行ヘル實驗ニ於テ「扁桃腺エキス」ヲ以

テ飼育セル蝌蚪ハ四肢ノ發生ハ對照ニ比 シ著

シク抑制セラレ,身體發 育ハ強ク發育 シ,胸

腺 末飼育ニヨルモ ノ ト全ク同一 ノ變 態ヲ 呈

ス.即 チ扁桃腺ハ内分泌腺ニ屬 シ,胸 腺 ト同

種 系統 ニ屬 シ,甲 状腺 ト拮抗 的作用 ヲ有 スル

モノノ如 シ.

尚 ホ「扁桃腺エ キス」ニテ播 蒔サ レシ杓 子菜

ハ對照 ニ比 シ發 育 ヲ抑制 セ ラルル モ,其 ノ後

ノ發 育ハ對 照 ニ比 シ促進 セ ラレ,而 モ 「アル

コール― エー テル浸 出液」 ニ ヨル實驗 ニ於 テ

モ又同樣 ノ成績 ヲ得,其 ノ有效 成分ハ 「アル

コール― エーテル」 ニ 移行 スルモ ノニ シテ

Lipoid樣 物 質 ト見做 スコト ヲ得.

稿 ヲ終ルニ臨 ミ終始御懇篤ナル御指導 ト御

校閲ヲ忝フ シタル恩師生沼教授ニ深謝ス.
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